
日本 HTLV-1学会 
2022年度事業報告書 

（2022年 9月 1日〜2023年 8月 31日） 

庶務報告

会 員 一般会員 282 名（昨年度 275 名） 
学生会員 26 名（昨年度 22 名） 
賛助会員   8 社（昨年度  8 名） 
名誉会員  7 名（昨年度  7 名） 
功労会員 18 名（昨年度 13 名） 
（2023 年 8 月 31 日現在） 

役 員 理事 20 名 
監事 2 名 

評議員 44 名 

各種委員会委員  総務委員 8 名 
財務委員 6 名 
診療委員 8 名 
倫理利益相反委員 4 名（内、外部委員 1 名） 
学術広報委員   9 名 
学会登録医療機関認定委員 13 名 
学会賞等選考委員 7 名（2018 年 9 月発足） 
ガイドライン統括委員  4 名（2022 年 9 月発足） 

会 議

1. 理事会

第１回理事会（メール審議）

2022 年 10 月 14 日〜19 日 理事候補・評議員候補・各種委員会委員候補の承認について

  第２回理事会

  日 時：2022 年 11 月 4 日（金）13 時〜13 時 50 分

  場 所：一橋講堂 202 会議室（東京都千代田区一ツ橋 2丁目 1−2 ）

  議 題：収支決算書、事業計画書、予算書、学会登録医療機関認定（中国中央病院）等 

  第３回理事会

  日 時：2022 年 11 月 5 日（土）12 時 20 分〜12 時 30 分

  場 所：一橋講堂 

  議 題：副理事長選任の件 

臨時理事会（メール審議・Web 会議） 

・2023 年 3 月 20 日 学会登録医療機関の新規認定について（関西医科大学附属病院）



・2023 年 5 月  2 日 学会 COI の自己申告書(Google フォーム版)について

・2023 年 5 月 22 日 厚労省 HTLV-1 に関する普及啓発事業委託費について(Zoom 会議）

・2023 年 5 月 31 日 HTLV-1 普及啓発事業委託費の取組内容と運営委員会委員案に

ついて 

・2023 年 6 月  6 日 キャリア診療ガイドライン作成組織案について

・2023 年 6 月  9 日 第 70 回日本臨床検査医学会学術集会における共催シンポジウム

について(報告) 

・2023 年 6 月 13 日 「小児希少難病の精査診療機関検索サイト」への学会 URL の

リンク設定について

・2023 年 7 月 21 日 HTLV-1 に関する普及啓発事業運営委員会規則案について

・2023 年 8月  1 日 学会 HPの「ニュースレター」欄の改変・更新について

・2023 年 8月 15 日 世界 HTLVデー2023 に係る京都タワーライトアッププロジェクト

の共催・名義後援について 

2. 定時社員総会

  日 時：2022 年 11 月 5 日（土）11 時 25 分〜12 時 20 分

  場 所：一橋講堂 

  議 題：収支決算書、理事監事の選任等 

3. 総務委員会・診療委員会・財務委員会・学術広報委員会・倫理利益相反委員会・学会登録

医療機関認定委員会・学会賞等選考委員会・ガイドライン統括委員会

  日 時：2022 年 10 月〜11 月メール会議・Web 会議 

事業報告

第８回日本 HTLV-1 学会学術集会 

テーマ：HTLV-1感染及び関連疾患の現状と対策〜

  日 時：2022 年 11 月 4 日（金）～6 日（日） 

  場 所：一橋大学一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋２丁目１−２） 

会 長：浜口 功（国立感染症研究所 次世代生物学的製剤研究センター	センター長）

  参加者数：276 名 

口演発表：35 件 

ポスター発表：48件 

学術シンポジウム：8件 

コーポレートセミナー：5件

学術シンポジウム１「HTLV-1感染対策」 
１）長崎県における HTLV-1母子感染対策の現状と最近の話題

三浦清徳（長崎大学）手塚健太（国立感染症研究所）浜口功（国立感染症研究所）

２）本邦における HTLV-1水平感染の実態と今後の対策

相良康子（日本赤十字社 九州ブロック血液センター）

３）水平感染のメカニズム解析

浜口功（国立感染症研究所）



 

４）感染者体内における感染細胞動態に関する考察〜ウイルス抗原発現と抗ウイルス免

疫との均衡〜 
佐藤賢文（熊本大学） 

５）我が国の HTLV-1感染対策の現状と WHO の HTLV感染対策 
渡邉俊樹（聖マリアンナ医科大学） 
 

学術シンポジウム２「HTLV-1 と慢性炎症」 
１）HTLV-1 と眼疾患：HTLV-1ぶどう膜炎・ATL 関連眼病変 
鴨居功樹（東京医科歯科大学） 

２）HTLV-1 関連脊髄症（HAM）の病態生理に基づく治療 
山野嘉久（聖マリアンナ医科大学） 

３）Chronic diseases and infection with the Human T cell leukaemia virus type 1：from 
inflammation to non-communicable diseases 
Lloyd Einsiedel（Peter Doherty Institute, University of Melbourne, Australia） 

 
表 彰 
  若手研究者奨励賞（Young Investigator Award, YIA） 副賞各 5万円 

中村 碧（国立感染症研究所 エイズ研究センター） 
「抗体誘導 HTLV-1ワクチンのカニクイサルでの感染防御効果」 
草柳 世奈（東京大学大学院 新領域創成科学研究科 メディカル情報生命専攻） 
「シングルセル RNA／エピゲノム解析で得た HTLV-1感染初期の知見」 
村川 文規（長崎大学 産婦人科） 
「長崎県における HTLV-1 キャリア妊婦の栄養法の選択と HTLV-1母子感染予防 
に関する啓発事業」 

大山 利栄（今村総合病院 血液内科） 
「当院における ATL に対する初回化学療法の後方視的検討」 
 

  宇都宮賞（優れた症例報告に対して） 副賞各 5万円 
藤 重夫（大阪国際がんセンター 血液内科） 
「ATL に対する臍帯血移植後の ATL様の HTLV-1感染細胞増多を認めた 1例」 
伊佐早 健司（聖マリアンナ医科大学内科学 脳神経内科） 
「成人 T細胞白血病移植後の神経障害例 2例の検討」 

 

  JSPFAD 検体登録貢献者への表彰（500 検体達成毎に表彰） 賞状とトロフィー 
   3000 検体達成記念表彰 高 起良（大阪鉄道病院） 
 
ホームページの維持管理 

・ 学術集会サイト 
・ 日本 HTLV-1 学会登録医療機関 
・ 世界 HTLVデー記念講演会（動画配信中） 
・ e-Learning「HTLV-1 についてもっとよく知ろう」（動画配信中） 
・ 新着論文紹介 

 




